
充実のサポートで「ITが苦⼿でも安⼼！」�

税理⼠法⼈の請求書発送を「MakeLeaps」で電⼦化。作業時間は1/3に削減され、

コストダウンも実現。スマートな請求書発送にクライアント企業も注⽬。�

■ご導⼊商品：請求管理クラウドサービス�
       MakeLeaps�
Company Profile�
■本社所在地：⻑崎県⻑崎市麹屋町1番6号 ⼿塚ビル2階�
■事業概要：�
�
�
�
�
�
■URL：https://www.ajisai-gr.com/index.html�

あじさい税理⼠法⼈ 様�

税理⼠法⼈を中核とするあじさいグループ様は、クライアント企業の創業・発展・
継続をトータルにサポートしていくため幅広い事業を展開されています。�
地域企業の業務効率化や事業承継など様々な経営課題に対してコンサルティングを
⾏う中で、地⽅においては、ITリテラシーの向上や既存業務フローの⾒直しなど、
デジタル化への機運がまだまだ⼗分に醸成されないと感じられていたそうです。�
そこで、まずは⾃社の請求業務を電⼦化し、その成功体験を共有することで、クラ
イアント企業の意識を変えたいと「MakeLeaps」を導⼊されました。�
郵送から電⼦送付への切り替えで、印刷〜押印〜紙折り〜封⼊の⼯程が不要となり、
作業時間を1/3に削減。また、郵送費や封筒・コピー⽤紙代などのコストダウンも
実現しました。�
早速、クライアント企業からも「どのように電⼦化を進めたのか？」といったお問
合せがあるそうです。�
これらについて、代表の⼿塚様と、請求業務の担当者であり「MakeLeaps」の導
⼊も担当された成清様にお話を伺いました。�

あじさい税理⼠法⼈�
代表�
⼿塚 智三郎 様 �

請求管理クラウドサービス�

MakeLeaps�
お客様導⼊事例�

導⼊前の課題�

導⼊後の効果�

●

！
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請求書発送にかかる作業時間は1/3に削
減され、コストダウンも実現できた�

電⼦化についてクライアントからお問合
せがあるなど、クライアント企業の意識
の変化や提案に活かせている�

不安や疑問はリコーのサポートで即解決。
導⼊から運⽤まで、⼿厚いサポートによ
り業務改善に成功した�

都⼼に⽐べて進んでいない地⽅のデジタル
化を促進するため、まずは⾃社の請求業務
を電⼦化したかった�

！

請求業務のワークフローを�
クラウドでデジタル化。�
⼯数を⼤幅に削減できます。�

請求書の印刷〜押印〜紙折り〜封⼊など、
⾃社の請求業務を効率化し、コストダウン
も図りたかった�

ITが得意ではないため、充実したサポート
を受けられるシステムを選定する必要が
あった�

●

●

あじさい税理⼠法⼈を中核に、あじさいビジネスサポート株式会社、
有限会社志賀会計センター、あじさい会計事務所の4つの組織から
成るアカウンティング及びコンサルティンググループ。�
地域企業の創業、発展、継続への⽀援を通じ、豊かな社会づくりに
貢献していくため、税務はもちろん事業承継やM&Aのコンサルティ
ング、ソフトウェアの仲介まで幅広い事業を展開している。�

※ あじさい税理⼠法⼈、あじさいビジネスサポート 
株式会社、有限会社志賀会計センターの3法⼈に
「MakeLeaps」を導⼊。�

https://www.ajisai-gr.com/index.html


⼿塚様「社会全体で電⼦化やペーパーレス化による既存業務の⾒直し
が図られる⼀⽅、地⽅においてはまだまだそれらが進んでいないと感
じていました。私たちのクライアントもIT活⽤による既存業務の⾒直
しを躊躇する企業が多い状況でしたので、まずは⾃社の請求業務を電
⼦化し、経験を踏まえた提案をしていきたいと考えました。�
あじさいグループは、クライアントの経営課題を解決し企業価値の向
上につなげるための提案をする上で、常にクライアントの「半歩先」
を⾏かなければならないと考えています。当社もITが得意なスタッフ
ばかりではありません。だからこそ、私たちが請求書の電⼦化による
業務効率化やコスト削減を実現させ、その成功経験を伝えることがク
ライアントの意識を変えていくことにつながるのではないかと思いま
した。」�
成清様「最初に電⼦化の話を聞いた時は、正直に申し上げて、やめて
ほしい…と思ったほどITは苦⼿です。しかし、クライアントの「半歩
先」を⾏き成功体験を伝えることが必要ですし、また、私が導⼊を担
当し、使いこなせるようになることがお客様の勇気になるならチャレ
ンジしてみようと思いました。不安が⼤きかった中、MakeLeapsに
は充実したサポート体制があるので⼼強かったです。」�
 �
�

「MakeLeaps」を導⼊した⼀番の⽬的は、�
 クライアント企業のデジタル化を促進することだったそうですね。�
 詳しく教えて下さい。�

記載内容は、2022年2⽉現在のものです。�

3⼤選定�
ポイント�

①既存の基幹システムと連携でき、請求書のフォーマットを変えることなく電⼦送付�
 に移⾏できた�
②導⼊から運⽤まで、電⼦化への不安を解消してくれるサポート体制が充実していた�
③他社と⽐較した中で、導⼊コスト、ランニングコストともに優れていた�

⼿塚様「あじさいグループは、あじさい税理⼠法⼈を中核とする4つ
の組織から構成されています。戦前に計理⼠事務所として開業して以
来、クライアント企業のニーズに応えるため少しずつ事業を拡⼤し、
現在では税務はもちろん事業承継やM&Aなどのコンサルティング、内
部統制構築⽀援、さらにソフトウェアの仲介まで幅広い事業を展開し
ています。」�

あじさいグループ様の概要を教えてください。�

！

あじさい税理⼠法⼈様のソリューション事例を、さらに詳しく、Webで。�
https://www.ricoh.co.jp/case/2203-ajisaigroup/�

※本チラシ記載の会社名および製品名は、それぞれ各社の商号、商標または登録商標です。�

あじさい税理⼠法⼈�
総務�
成清 理恵⼦ 様 �

⼿塚様「中⼩企業では事業承継が⼤きな課題となっています。状況は
地⽅ほど深刻で、例えば⻑崎では社⻑の平均年齢は60歳以上でその半
数は後継者が不在です。そのような企業では、属⼈化している業務が
多く、あの⼈がいないと分からないということが往々にして⽣じてい
ます。属⼈化した業務へのIT活⽤は、業務の⾒える化・標準化につな
がり、このような課題を解決する⼀つの⼿段になると考えていま
す。」�

クライアント企業から事業承継の相談も多いと伺いました。�
事業承継においてIT活⽤による業務のデジタル化が貢献できる
ことはありますか？�

⼿塚様「請求書を電⼦化する旨を記載した⽂書をクライアントに送付
し、電⼦化に賛同いただけるクライアントにはWebサイトに設置した
フォーム、またはメール、FAXのいずれかの⽅法でお申し込みをお願
いしました。�
当初、賛同いただけるのは4割程度と予想していたのですが、実際には
8割ものクライアントからお申込みがありました。多くのクライアント
が社会全体で請求書発送の電⼦化が進んでいることを認識されており、
当社の取り組みにも違和感なく賛同いただけたようです。」�

お客様へのご案内はどのようにされましたか？�

成清様「基幹システムからMakeLeapsへ請求情報をインポートし、念の
ため画⾯上で⾦額や件数を確認、あとはワンクリックで電⼦送付が完了
するので、請求書を印刷〜押印〜封⼊するという⼯程が丸ごとなくなり
ました。約3時間かかっていた作業が1時間程度に削減されています。�
請求状況が確認できるのも便利ですね。お客様が請求書を開いたかどう
かが分かるので、開いていないお客様にはフォローの連絡をしたり、問
い合わせがあった時にはすぐに確認や再送ができるようになりました。�
コスト⾯では、印刷・発送にかかっていた経費を削減できました。特に
封筒は窓付きのものを特別に発注していたので効果が⼤きいです。⼤量
にストックした封筒が場所をとることもなくなりました。」�

「MakeLeaps」導⼊後、請求業務はどのように変わりましたか？�

⼿塚様「既存の基幹システムと連携できる点です。請求書電⼦化のた
めに別のデータベースを⽤意したり、基幹システムごと⼊れ替えるの
は現実的ではありませんでした。MakeLeaps は基幹システムから請
求情報をインポートすることで、従来の仕組みの中に「請求書を電⼦
化し送信する」機能を簡単に追加できるのが良かったです。�
また、請求書のフォーマットを従来のものから変えずに送信できるの
もポイントでした。それにより、受け取られたクライアントを混乱さ
せることなく運⽤できています。」�

「MakeLeaps」を採⽤した決め⼿を教えてください。�

成清様「操作する⽴場としては、やはり
サポート体制が重要です。問い合わせる
と、詳しい情報が記載されたWEBページ
のリンクや画像などを交えながら説明し
ていただけるので、いつも分かりやすく
て⼤変頼りにしています。本当に⼿探り
の状態からはじめて、ここまで活⽤でき
るようになったのは丁寧なサポートのお
かげだと思っています。」�
⼿塚様「必要な機能と充実したサポート
体制を備えており、導⼊コスト・ランニ
ングコストとも優れていることから
MakeLeaps の導⼊を決定しました。」�

⼿塚様「MakeLeaps で請求書を送るようになってから、どうやって電
⼦化しているのか、というお問い合わせをいただくようになりました。
クライアント企業には、効果だけではなく導⼊のプロセスも合わせて
お伝えし、電⼦化に向けて具体的なイメージを持っていただきやすい
ようにしたいと思います。」�

クライアント企業の電⼦化促進についてはいかがですか？�

成清様「ITが苦⼿な私が使いこなせているので皆さんもきっと⼤丈
夫！と伝えたいですね。�
⾃信をもってチャレンジしてほしいです。私⾃⾝の経験をお伝えする
ことが、IT活⽤による業務改善に踏み切る勇気やきっかけにつながっ
てくれたらと思っています。」�

請求業務の電⼦化など、IT活⽤を迷っている企業やご担当者様へ
ひと⾔いただけますか？�

https://www.ricoh.co.jp/case/2203-ajisaigroup/
https://www.ricoh.co.jp/service/makeleaps/

